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 私がお勧めする書物は、2017年に出版された『社会疫学［Social Epidemiology］』
である。これは、2014年に出版された『Social Epidemiology』の第2版を3人の日本人
専門家が監訳した日本語の書物である。尚、2000年に出版された同書の初版は、残念な
がら日本語訳されていない。 
 『社会疫学［Social Epidemiology］』は、上下巻（各400ページ前後）で構成されて
おり、全15章を読むには少々時間を要するが、人々の健康と言う視点から文理融合・学
際教育の重要性を強調する内容となっている。従って、今後の日本における大学教育の
改革に向けて、大学の先生方（城西大学の先生方に限らず）に拝読して頂きたい。無
論、大学の教員を志す学生達にも読んでもらいたいが、内容を十分に理解するために
は、更なる教養が求められることを念頭に入れながら読んでもらいたい。 
 今回お勧めする書物のタイトルでもある「社会疫学」は、「健康状態の社会的分布と
社会的決定因子を研究する疫学の一分野」と定義されている。簡単に言えば、様々な健
康問題（例えば、感染症、生活習慣病、アレルギー、心の病など）の原因や本態を究明
する医学の中心である「疫学」が、「社会科学」の理論や方法論などを取り入れること
で生まれた学際的な分野・領域が「社会疫学」なのである。ちなみに、「学際」とは、
複数の異なる学問に跨って関わる様子を意味する。この比較的新しく学際的な分野・領
域は、医学と社会科学の二つの学問を融合させることによって、研究から得られた知見
を対策（実践や政策などを含む）に繋げることを目的としている。 
 元来より「疫学」は、明確に規定された人間集団に出現する様々な健康問題の頻度と
分布を調べ、それらに影響を与える要因（決定因子）を明らかにし、有効な対策を立て
るための学問である。歴史的な功績を見てみると、英国のジョン・スノー医師が1854年
のロンドンで大流行していたコレラの原因と感染経路を疫学的（統計学的）手法によっ
て特定し、コレラの大流行を食い止めたことが有名である。これは、1883年に独国のロ
バート・コッホ医師によってコレラ菌が発見される約30年も前の出来事である。この事
例以外にも多くの功績を上げた「疫学」は、元々は感染病を研究対象・調査対象として
いたが、その後、化学物質汚染や人為的事故などの人災または地震や洪水などの天災に
よる健康問題も含まれるようになり、その対象は時代と共に多様化していった。 
 しかし、我々が直面する様々な健康問題は複雑であり、それらの対策を樹立するため
には、適切な評価、計画、実行、そして、社会制度の改変が求められる。このような状
況に対応するために、「疫学」から学際的な分野・領域の「社会疫学」が発展した訳で
ある。これは、人々の健康を維持・増進するためには、医学の知識だけでは不十分であ
ることを指摘している。また、広い意味では、学問教育の変革が求められることを指摘
しているのである。 
 少々堅苦しく雑な文章になってしまったが、今後の日本における大学教育の改革に向
けて『社会疫学［Social Epidemiology］』を是非とも拝読して頂きたい。これは、将
来的に求められる文理融合・学際教育に向けた取り組みの手掛かりとなる要素が、豊富
に含まれている書物の一つであると私は自負している。 
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図書館に蔵書があります（498//B38//1-2） 
優秀賞受賞 
知って得する！図書館活用術 「蔵書検索OPAC」お役立ち機能紹介 
 OPACは資料を探せるだけじゃない。 知っていると便利な使い方を教えます。 
今回紹介した機能を使うにはOPACへの
ログインが必要です。IDとパスワード
は、学内PCを使うときと同じものです。 
「借りている図書の貸出期間を延長したい」 
          そんなときは… オンラインで延長ができます！ 
STEP1 
利用者サービス ＞ 貸出・予約状況照会 
STEP2 
延長ボタンより手続きができます。 
（延長不可の場合は非表示です） 
     延長できない資料 
     ・図書以外のもの 
     ・14日間貸出以外の図書 
     ・予約の入っている図書 
     ・シラバス掲載図書 
     ・返却期限を過ぎた図書 
スマートフォンなど小さな画面のときは、延長ボタンが隠されています。  の状態にすると表示されます。  
※上記の貸出情報は架空のものです。 
「読みたい本が図書館にない」 
          そんなときは… 購入リクエストができます！ 
STEP1 
利用者サービス ＞ 図書購入申込み 
STEP3 内容を判断したうえで 
購入し、蔵書となります。 
購入リクエストをした方に
連絡し、優先貸出します。 
STEP2 希望する本の情報や、選書理由、 
連絡先などを入力してください。 
選書できない主な資料 
・娯楽、趣味に関するもの 
・図書以外のもの 受付期間 
4～12月 
「何か読みたいけれど、どれを読んだら良いか迷う」 
          そんなときは… 教員おすすめ図書を読んでみましょう！ 
STEP1 
詳細検索 
STEP2 教員おすすめ図書コーナー 
STEP3 
 
STEP4 STEP3から詳細画面に進むと、選書 
した教員の推薦コメントが読めます。 
医療栄養学科教員の推薦図書の一部を
ミニ展示「オーガニック料理」で 
紹介中です。 
アドバイザー通信 
学生アドバイザーからの情報・お知らせを発信します 知っていると便利な使い方を教えます。 
11月の学生アドバイザー主催イベント 
「ビブリオバトル2018 in 高麗祭」(11月4日) 
 6回目となるビブリオバトル特別戦を高麗祭2日目の日曜昼に開催しま
した。この大会ではアドバイザーが司会・進行を務めています。あいに
くの雨天となり、急きょ会場を館内7階へ変更しましたが、75名もの方
にご観戦いただきました。5名の発表者の中、薬学部薬学科6年の高橋さ
んが紹介した『コンビニ人間』村田沙耶香著が今年の学内チャンプ本と
なりました。 
 
第16回ライブラリーラウンジ 
「It's a small library ～小さな本の世界へようこそ～」(11月12日) 
 今回のラウンジは図書館員が講師となり、13名が製本の知識を得なが
ら、オリジナルの豆本づくりに挑戦しました。「作るのが楽しかったの
で、また参加したいです」などの声をいただき、普段接することのない
学部生同士の交流も生まれたようです。 
第20回図書館総合展に参加しました（10月30日～11月1日 会場：パシフィコ横浜） 
 
学生協働サミット 
 全国40以上の大学図書館で活動している学生や職員が集まる「第
３回全国学生協働サミット」へ参加しました。フォーラムでは参加
大学のプレゼンテーションが行われ、各館の活動を共有しました。 
 その中で多くの大学が、私たちと同様に「広報」について課題を
抱えていることを知りました。他団体のこの課題に対する活動は、
SNSを活用した書架づくり、出張図書館、オリジナルグッズ製作、
スタンプラリーなど私たちにとって新鮮かつ斬新なものがありまし
た。交流会では参加している学生と直接話し合う時間を設けられま
した。同じ活動をしている学生同士、緊張感無く話し合えたことは
とても有意義な機会でした。また、別のコーナーに私たちアドバイザーが制作したミニポスターやショートビデオも展示され、日
頃の活動をアピールできました。 
 このようなサミットに参加したことは、図書館利用者を増やすための活動の改善を考える良い刺激となりました。今後のアドバ
イザーの活躍のためにも、参加して感じたことを次代へ受け継いでいきます。 
※作成ポスターと動画は図書館ホームページで公開しています。  ＜記：松岡 粋⽻ (経営学部4年)、河村 稜太 (経済学部4年)＞ 
ポスターセッション ／ ブースツアー 
 ポスターセッションは全国の図書館が自館の活動内容を紹介するものです。城西大学では5年
ぶりに学生アドバイザーが主体となって作成しました。5カ月かけて何度も試行錯誤して作成
し、ついに納得のいくポスターが完成。その結果、84作品中4位で優秀賞を受賞することができ
ました。当日、城西大学OBの方がいらして、図書館の進化に驚かれていました。 
 会場には図書館に関係する企業がブースに出展しており、それらを見学する「学生のための展
示ブースツアー」にも参加しました。多くの企業が携わって図書館ができていることを、初めて
知りました。今回の経験を今後のアドバイザー業務に活かしていきたいと思います。 
＜記：川原 孝太 (経営学部3年)＞ 
 ポスターセッションで 
優秀賞を受賞！ 
全国ビブリオバトル2018～大阪決戦～関東地区決戦 ＜結果報告＞ 
各地区決戦ブロックのチャンプ本獲得者が「大阪決戦」(全国大会) 進出をかけて臨んだ大会です。 
城西大学から出場した3名は、惜しくも全国大会への切符をつかむことはできませんでしたが、 
多くの観戦者の前で、当日まで重ねた練習の成果を発揮してくれました。 
関東Ｅブロック10月30日(火) パシフィコ横浜 (第20回図書館総合展会場) 関東Ｃブロック11月25日(日) 紀伊國屋書店新宿本店 
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図書館主催 
出版社講演会 講師：株式会社青土社 編集者 
12月14日 (金) 13:30～15:00 3号館301教室 
青土社は1969年に創業した出版社です。 
創業以来発行の続く現代詩と批評の専門雑誌『ユリイカ』や、 
哲学や文化人類学、経済学、科学、芸術など幅広く取り上げる
『現代思想』を発行しています。今回、その現役編集者の方を 
お招きし、貴重な体験をお話いただきます。どの業界にも通じる
ことが聴けるはずですので、ぜひご参加ください。 
Information 
11月の図書館彙報 
10/30-11/1 第20回図書館総合展に参加。 
11/12   第16回ライブラリーラウンジを開催。 
11/15   日経テレコン利用講習会を開催。 
11/16   2018年度 第2回図書館合同(運営・選書)委員会を開催。 
11/21   研究倫理講演会「研究と論文と不正」を開催。 
11/21   医中誌Web利用講習会を開催。 
11/28   メディカルオンライン利用講習会を開催。 
11/30   第3回全学FD研修会に参加。 
11/30   「城西大学読書感想文コンテスト2018」グランプリを発表。 
■高校生・中学生見学（11/2, 14, 16, 20, 22, 29） 
 図書館見学者数：合計369名 
Copyright (C) Josai University Mizuta Memorial Library All rights reserved. 
■ 平日  9：00～21：00 
■ 土曜  9：00～19：00  
■ 日曜/全学休講日 9：00～17：00 
■ 休館 
年度開館予定 
『鹿の王 上 ‐‐生き残った者‐‐』『鹿の王 下 ‐‐還って行く者‐‐』上橋菜穂子著． 
株式会社KADOKAWA．2014.9（913.6//U36//医療小説) 
今月の紹介者：情報資料管理担当 大海 
  この小説は、第4回「日本医療小説大賞」を受賞した、医療を扱っている小説です。書名からは分かり難いです
が、獣に噛まれると発症する謎の病を中心として、ストーリーが進みます。 
病の究明と治療に人々が尽力する内容は、架空の世界を舞台にしたファンタジーでありながら、リアルで引き込まれ
ます。主人公のひとりである「ホッサル」（主人公は2人います）は、有名な医術師です。彼の医学に対する姿勢に
は考えさせられ、また勉強になりました。上下巻の長編小説ですが、一気に読めてしまうので、ぜひ読み始めてみて
ください。 
※2階文学賞コーナーには、他にも「日本医療小説大賞」の受賞作が並んでいます。        ※書影は上巻（装画：影山徹） 
学生アドバイザー主催 第17回ライブラリーラウンジ 
ゆるくほんでおしゃべり、しませんか？４ 
12月19日(水) 15:10～16:40 図書館7階 
一人一冊本を持ち寄って、本についてお話
しませんか？  
初めて出会う人と本を通してコミュニケー
ション。 いつもは一人で読書しているあな
たも、仲間が増えるかもしれませんよ。 
持ち寄る本は、マンガ以外なら何でもOK 
です。
学生選書 
同時開催 
理学部化学科3年 
寺谷さん 
発表本『虐殺器官』 
伊藤計劃著 
現代政策学部3年 石井さん 
発表本『街の灯』北村薫著 
現代政策学部3年 石曽根さん 
発表本『乱反射』貫井徳郎著 
